
 

平成２１年度 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業 

 

モ デ ル 事 業 名 「瀬戸谷再発見」宝物を磨き上げる交流・定住促進事業 

対 象 地 域 静岡県藤枝市瀬戸谷地区 

対 象 地 域 の 概 要 

 

提 案 内 容 の 概 要 瀬戸川を代表とする豊かな自然環境、伝統文化、歴史、活性化施設が存在する。その宝物を生かした活性

化方策が図れないかと地域をあげて「せとや道しるべ」を作成し、道しるべに基づき多様な主体のアイデアを

出し合い得意分野を持ち寄って、都会には無い自然の豊かさを資源に、「結い」の精神を大切にした心豊か

に暮らしていける「瀬戸谷」を作る。 

提案する活動の内容 

（１）地域の課題 

 

農林業が基幹産業であるが、谷間の急峻な地形から機械化も進まず、特産のお茶や木材価格の低迷によ

り若者の市内外への流出は著しい、人口もピーク時の半分となり、１集落では子どももなく限界集落と

なっており、空き家や空き地が顕在化してきている。 

平成20年度の幼稚園卒園児も６名と数年後には都市部の小学校との統合、中学校の複式学級も予想さ

れる。 

若者の定住が進まず、このままでは近い将来コミュニティの維持困難になるなど、地域活力の低下が課

題となっている。 

（２）活動内容の案 
活動① ：まちむら交流センターの機能検討と開設 

 
内容 ： 

現在、都市部からの定住に関する問い合わせが 30 件以上滞留した状態（空き家の所有者不在、老朽

などで借りられる家が少ない）となっている。そのため、瀬戸谷地区内の空き家空き地情報の早期収拾、

相談や外部への提供のコンセンサスが十分でないことから、まちむら交流センターの設置を行い、情報

の収集発信、信頼関係の構築、新たなネットワークの構築を図る。 

・定住希望者と瀬戸谷地区住民をつなぐ「まちむら交流センター」の機能検討（ワークショップ２回）

と設置運営。 

・アドバイザー招聘（1人１回） 

・「まちむら交流センター」の運営を通じた定住希望者や瀬戸谷地区の情報共有発信を行い、地域の「結

い」の精神の熟成を図る。（9月頃より） 



 
 

活動② ：自主運行バスの利用促進策の検討と実施（昨年度検討運行を開始） 

 
内容 ： 

地域の様々な主体が参加する話し合いの場を継続し、自主運行バス開始によるバス利用者の増加方策

の検討、利用促進策の実施、バス運行システムの評価を行う。 

 

・地域住民、老人会、活性化施設連絡協議会、自治会、PTA、行政参加のワークショップの開催（2回）

による自主運行バスの利用促進策の検討。 

・利用者へのヒアリングや運行実績などを通じた自主運行バスの評価と提言づくり（1回）。 

・アドバイザー招聘。（1人1回） 

・昨年策定した地域の宝物をつないだ観光コースを活用したウォーキングの実施（中学生策定・バス

利用）。 

 

 
活動③ ：瀬戸谷ブランド（せとやコロッケ、お茶など）の情報発信と人材育成 

 
内容 ： 

地域食材を活かした農産物や加工品生産販売のマーケティング知識の向上を目指し自立した活動に

展開するため、生産者・販売員、若者参加により外部専門家を呼び講座を開講する。また、瀬戸谷地域

の若者（小中消防団等）が参加する情報発信ツール（キャラクターや音楽）の作成を通じた地域の再発

見と地域愛着の熟成を図る 

 

・瀬戸谷地域の魅力を都市部の若者に伝えるツールの作成（キャラクター、音楽など） 

・外部有識者等の招聘による企画・販売促進勉強会の開催（５回） 

 ・勉強会の成果を生かした情報発信（月1回の機関紙の作成） 

応 募 団 体 名 瀬戸谷生き生きフォーラム 

リ ン ク 瀬戸谷村 http://www.setoya.com/ 

瀬戸谷生き生きフォーラム http://www.setoya.com/ikiiki_f/ 

部 局 ／ 担 当 者 名 会長  小田  稔彦 

連 絡 先 （０５４）６３９－０１２０ 

推 薦 市 町 村 名 静岡県藤枝市 

 


